
3

番
号

担当課 施設名称
延床面積
（㎡）

構造 耐震性 建築年
耐用
年数

築年数
総合
結果

施
設
重
要
度

再編計画
での課題

再編計
画での
総合評
価

1 商工観光振興課
越前おおの結ｽﾃｰｼｮﾝ
（結楽座）

327.93 W 有 2009年12月 24 11 2.0 Ⅲ 現状維持 A

2 商工観光振興課
越前おおの結ｽﾃｰｼｮﾝ
（藩主隠居所）

170.09 W 有 2010年8月 24 10 1.9 Ⅲ 現状維持 A

3 商工観光振興課
まちなか観光拠点施設
（平成大野屋・洋館）

436.45 W 有 1999年10月 24 21 2.4 Ⅲ 現状維持 C

4 商工観光振興課
まちなか観光拠点施設
（平成大野屋・平蔵）

192.95 W 有 2000年4月 24 20 2.9 Ⅲ 現状維持 C

5 商工観光振興課
まちなか観光拠点施設
（平成大野屋・二階蔵）

144.98 W 有 2005年4月 24 15 2.8 Ⅲ 現状維持 C

6 商工観光振興課 城下町東広場 581.53 W 有 2012年3月 24 9 1.5 Ⅲ 現状維持 C

7 商工観光振興課
道の駅九頭竜
（直売所部分）

123.93 W 有 1987年10月 24 33 3.1 Ⅲ 現状維持 A

8 商工観光振興課
道の駅九頭竜
（ふれあい会館）

870.03 RC 有 1987年10月 50 33 3.3 Ⅲ 現状維持 A

9 商工観光振興課 化石発掘体験センター 1,075.95 S 有 2017年9月 38 3 1.1 Ⅲ 現状維持 A

集計 3,923.84 平均 2.3

観光振興施設
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3

番
号

担当課 施設名称

1 商工観光振興課
越前おおの結ｽﾃｰｼｮﾝ
（結楽座）

2 商工観光振興課
越前おおの結ｽﾃｰｼｮﾝ
（藩主隠居所）

3 商工観光振興課
まちなか観光拠点施設
（平成大野屋・洋館）

4 商工観光振興課
まちなか観光拠点施設
（平成大野屋・平蔵）

5 商工観光振興課
まちなか観光拠点施設
（平成大野屋・二階蔵）

6 商工観光振興課 城下町東広場

7 商工観光振興課
道の駅九頭竜
（直売所部分）

8 商工観光振興課
道の駅九頭竜
（ふれあい会館）

9 商工観光振興課 化石発掘体験センター

集計

観光振興施設

R3
（千円）

R4
（千円）

R5
（千円）

R6
（千円）

R7
（千円）

R8
（千円）

R9
（千円）

R10
（千円）

R11
（千円）

R12
（千円）

R13～
R32
20年間
（千円）

合計
（千円）

3,215 3,215 3,215 3,215 3,215 3,215 3,215 3,215 3,215 3,215 64,300 96,450

1,638 1,638 1,638 1,638 1,638 1,638 1,638 1,638 1,638 1,638 32,760 49,140

5,185 5,185 5,185 5,185 5,185 5,185 5,185 5,185 5,185 5,185 103,700 155,550

2,171 2,171 2,171 2,171 2,171 2,171 2,171 2,171 2,171 2,171 43,420 65,130

1,499 1,499 1,499 1,499 1,499 1,499 1,499 1,499 1,499 1,499 29,980 44,970

3,273 3,273 3,273 3,273 3,273 3,273 3,273 3,273 3,273 3,273 65,460 98,190

30,527 527 527 527 527 527 527 527 527 527 10,540 45,810

2,508 2,508 2,508 2,508 2,508 2,508 2,508 2,508 2,508 2,508 50,160 75,240

419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 8,380 12,570

50,435 20,435 20,435 20,435 20,435 20,435 20,435 20,435 20,435 20,435 408,700 643,050
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.1

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 1 建築年 2009年12月1日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

個別施設計画調書

越前おおの結ｽﾃｰｼｮﾝ（結楽座）

327.93

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.1

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 1 建築年 2009年12月1日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 3,215 3,215

R4（2022） 3,215 3,215

R5（2023） 3,215 3,215

R6（2024） 3,215 3,215

R7（2025） 3,215 3,215

R8（2026） 3,215 3,215

R9（2027） 3,215 3,215

R10（2028） 3,215 3,215

R11（2029） 3,215 3,215

R12（2030） 3,215 3,215

10年間計　⑤ 32,150 0 0 32,150

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 3,215

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 64,300 64,300

総合計（⑦=⑤+⑥） 96,450 0 0 96,450

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

個別施設計画調書

～2030
中期

現状維持（計画的な修繕と効率的な
維持管理）

現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理） 現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理）

越前おおの結ｽﾃｰｼｮﾝ（結楽座）

327.93

現状維持

①維持管理・修繕

その他の事項

結ステーションエリア全体での指定管理施設のため明確に建物（洋館、平蔵、二階蔵、結楽座、藩主隠居所）ごとに経費を区分することは不
可。
全体の管理費を各建物の延床面積で按分

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.2

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 1 建築年 2010年8月1日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

個別施設計画調書

越前おおの結ｽﾃｰｼｮﾝ（藩主隠居所）

170.09

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.2

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 1 建築年 2010年8月1日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 1,638 1,638

R4（2022） 1,638 1,638

R5（2023） 1,638 1,638

R6（2024） 1,638 1,638

R7（2025） 1,638 1,638

R8（2026） 1,638 1,638

R9（2027） 1,638 1,638

R10（2028） 1,638 1,638

R11（2029） 1,638 1,638

R12（2030） 1,638 1,638

10年間計　⑤ 16,380 0 0 16,380

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 1,638

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 32,760 32,760

総合計（⑦=⑤+⑥） 49,140 0 0 49,140

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

①維持管理・修繕

その他の事項

結ステーションエリア全体での指定管理施設のため明確に建物（洋館、平蔵、二階蔵、結楽座、藩主隠居所）ごとに経費を区分することは不
可。
全体の管理費を各建物の延床面積で按分

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容

個別施設計画調書

～2030
中期

現状維持（計画的な修繕と効率的な
維持管理）

現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理） 現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理）

越前おおの結ｽﾃｰｼｮﾝ（藩主隠居所）

170.09

現状維持
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.3

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 2 建築年 1999年10月6日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

C
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

個別施設計画調書

まちなか観光拠点施設（平成大野屋・洋館）

436.45

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.3

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 2 建築年 1999年10月6日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

C
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 5,185 5,185

R4（2022） 5,185 5,185

R5（2023） 5,185 5,185

R6（2024） 5,185 5,185

R7（2025） 5,185 5,185

R8（2026） 5,185 5,185

R9（2027） 5,185 5,185

R10（2028） 5,185 5,185

R11（2029） 5,185 5,185

R12（2030） 5,185 5,185

10年間計　⑤ 51,850 0 0 51,850

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 6,189

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 103,700 103,700

総合計（⑦=⑤+⑥） 155,550 0 0 155,550

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

個別施設計画調書

～2030
中期

現状維持（計画的な修繕と効率的な
維持管理）

現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理） 現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理）

まちなか観光拠点施設（平成大野屋・洋館）

436.45

現状維持

①維持管理・修繕

その他の事項

結ステーションエリア全体での指定管理施設のため明確に建物（洋館、平蔵、二階蔵、結楽座、藩主隠居所）ごとに経費を区分することは不
可。
全体の管理費を各建物の延床面積で按分

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.4

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 1 建築年 2000年4月10日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

C
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

個別施設計画調書

まちなか観光拠点施設（平成大野屋・平蔵）

192.95

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.4

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 1 建築年 2000年4月10日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

C
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 2,171 2,171

R4（2022） 2,171 2,171

R5（2023） 2,171 2,171

R6（2024） 2,171 2,171

R7（2025） 2,171 2,171

R8（2026） 2,171 2,171

R9（2027） 2,171 2,171

R10（2028） 2,171 2,171

R11（2029） 2,171 2,171

R12（2030） 2,171 2,171

10年間計　⑤ 21,710 0 0 21,710

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 2,171

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 43,420 43,420

総合計（⑦=⑤+⑥） 65,130 0 0 65,130

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

①維持管理・修繕

その他の事項

結ステーションエリア全体での指定管理施設のため明確に建物（洋館、平蔵、二階蔵、結楽座、藩主隠居所）ごとに経費を区分することは不
可。
全体の管理費を各建物の延床面積で按分

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容

個別施設計画調書

～2030
中期

現状維持（計画的な修繕と効率的な
維持管理）

現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理） 現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理）

まちなか観光拠点施設（平成大野屋・平蔵）

192.95

現状維持
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.5

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 2 建築年 2005年4月28日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

C
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

個別施設計画調書

まちなか観光拠点施設（平成大野屋・二階蔵）

144.98

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.5

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 2 建築年 2005年4月28日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

C
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 1,499 1,499

R4（2022） 1,499 1,499

R5（2023） 1,499 1,499

R6（2024） 1,499 1,499

R7（2025） 1,499 1,499

R8（2026） 1,499 1,499

R9（2027） 1,499 1,499

R10（2028） 1,499 1,499

R11（2029） 1,499 1,499

R12（2030） 1,499 1,499

10年間計　⑤ 14,990 0 0 14,990

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 1,499

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 29,980 29,980

総合計（⑦=⑤+⑥） 44,970 0 0 44,970

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

①維持管理・修繕

その他の事項

結ステーションエリア全体での指定管理施設のため明確に建物（洋館、平蔵、二階蔵、結楽座、藩主隠居所）ごとに経費を区分することは不
可。
全体の管理費を各建物の延床面積で按分

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容

個別施設計画調書

～2030
中期

現状維持（計画的な修繕と効率的な
維持管理）

現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理） 現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理）

まちなか観光拠点施設（平成大野屋・二階蔵）

144.98

現状維持
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.6

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 1 建築年 2012年3月22日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

C
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

個別施設計画調書

城下町東広場

581.53

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.6

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 1 建築年 2012年3月22日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

C
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 3,273 3,273

R4（2022） 3,273 3,273

R5（2023） 3,273 3,273

R6（2024） 3,273 3,273

R7（2025） 3,273 3,273

R8（2026） 3,273 3,273

R9（2027） 3,273 3,273

R10（2028） 3,273 3,273

R11（2029） 3,273 3,273

R12（2030） 3,273 3,273

10年間計　⑤ 32,730 0 0 32,730

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 3,273

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 65,460 65,460

総合計（⑦=⑤+⑥） 98,190 0 0 98,190

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

①維持管理・修繕

その他の事項

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容

個別施設計画調書

～2030
中期

維持管理（計画的な修繕と効率的な
維持管理）

維持管理（計画的な修繕と効率的な維持管理） 維持管理（計画的な修繕と効率的な維持管理）

城下町東広場

581.53

現状維持
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.7

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 平屋建 建築年 1987年10月1日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

個別施設計画調書

道の駅九頭竜（直売所部分）

123.93

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.7

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 W 階数 平屋建 建築年 1987年10月1日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 24

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 527 30,000 30,527

R4（2022） 527 527

R5（2023） 527 527

R6（2024） 527 527

R7（2025） 527 527

R8（2026） 527 527

R9（2027） 527 527

R10（2028） 527 527

R11（2029） 527 527

R12（2030） 527 527

10年間計　⑤ 5,270 30,000 0 35,270

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 527

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 10,540 10,540

総合計（⑦=⑤+⑥） 15,810 30,000 0 45,810

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

①維持管理・修繕

その他の事項

トイレ浄化槽改修

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容

個別施設計画調書

～2030
中期

現状維持（計画的な修繕と効率的な
維持管理）

現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理） 現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理）

道の駅九頭竜（直売所部分）

123.93

現状維持
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.8

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 RC 階数 2 建築年 1987年10月1日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 50

個別施設計画調書

道の駅九頭竜（ふれあい会館）

870.03

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.8

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 RC 階数 2 建築年 1987年10月1日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 50

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 2,508 2,508

R4（2022） 2,508 2,508

R5（2023） 2,508 2,508

R6（2024） 2,508 2,508

R7（2025） 2,508 2,508

R8（2026） 2,508 2,508

R9（2027） 2,508 2,508

R10（2028） 2,508 2,508

R11（2029） 2,508 2,508

R12（2030） 2,508 2,508

10年間計　⑤ 25,080 0 0 25,080

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 2,508

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 50,160 50,160

総合計（⑦=⑤+⑥） 75,240 0 0 75,240

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

個別施設計画調書

～2030
中期

現状維持（計画的な修繕と効率的な
維持管理）

現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理） 現状維持（計画的な修繕と効率的な維持管理）

道の駅九頭竜（ふれあい会館）

870.03

現状維持

①維持管理・修繕

その他の事項

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容
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１　位置図

２　平面図、立面図等
・別紙のとおり

３　全景写真

NO.9

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 S 階数 1 建築年 2017年9月28日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 38

個別施設計画調書

化石発掘体験センター

1075.95

現状維持

位置図、平面図、全景写真
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NO.9

施設名称 大分類 観光振興施設 耐震性 有 所属課 商工観光振興課

延床面積
（㎡）

構造 S 階数 1 建築年 2017年9月28日

再編計画
での課題

再編計画での
総合評価

A
施設（建物）
重要度

Ⅲ 耐用年数 38

期間
～2040
長期

～2050
超長期

長寿命化等の
実施計画の内容

年度
維持管理・
修繕①（千円）

改修②
（千円）

更新等③
（千円）

合計④
（①+②+③）

R3（2021） 6,635 6,635

R4（2022） 6,635 6,635

R5（2023） 6,635 6,635

R6（2024） 6,635 6,635

R7（2025） 6,635 6,635

R8（2026） 6,635 6,635

R9（2027） 6,635 6,635

R10（2028） 6,635 6,635

R11（2029） 6,635 6,635

R12（2030） 6,635 6,635

10年間計　⑤ 66,350 0 0 66,350

現在要している経費
3年間平均額（千円）
（H29～R1) 47,475

千円

R13～R32
（2050）

20年間計　⑥ 132,700 132,700

総合計（⑦=⑤+⑥） 199,050 0 0 199,050

【備　　考】

②改修 公共施設等を直すこと。改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。転用も含む。

③更新等 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取り替え、同程度の機能に再整備すること。除却も含む。

①維持管理・修繕

その他の事項

今後の計画

施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、
修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。例えば、法令に基づく法定点検や施設管理者の判断で自主的に行う
点検、点検結果に基づく消耗部品の取り換え等の軽微な作業、外壁コンクリートの亀裂の補修等を行うこと。

工事内容

個別施設計画調書

～2030
中期

現状維持（効率的な維持管理） 現状維持（効率的な維持管理） 現状維持（効率的な維持管理）

化石発掘体験センター

1075.95

現状維持
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